
第
鴎
巻
雑
纂
飯
岡
義
齋

ー
ド
ー
ナ
ー
敷
授
の
序
文
あ
り
、
原
著
を
堰
補
し
、
且

つ
爲
眞
版
を
加
へ
π
れ
ば
、
却
っ
て
利
便
を
加
…
ふ
。

飯

岡

義

齋

第
四
號
　
　
M
二
八
　
　
（
六
五
八
）

亮
更
考
吉
學
其
他
各
囲
考
古
學
に
蘭
す
る
滲
考
書
の
解
題
に
、
瓦
に
機
を

得
て
之
存
忌
む
る
可
く
「
考
古
墨
の
栞
し
に
一
先
づ
乗
稿
熊
以
て
大
尾
と

な
す
。
（
濱
田
）

文
學
博
士
　
高
　
瀬
　
武
　
家
　
郎

　
　
　
　
　
　
飯
岡
芯
篠
醗

　
飯
周
と
云
ふ
姓
に
つ
き
て
は
『
大
臼
ホ
人
名
欝
書
』
に

噴
イ
ヒ
ヲ
カ
し
と
し
、
木
崎
氏
の
『
頼
寓
陽
と
其
羅
』
に
「
イ

ノ
ヲ
カ
」
と
假
名
を
附
せ
り
。
次
に
飯
周
と
も
叉
篠
田
と

も
爾
姓
を
用
ひ
π
る
は
春
水
の
作
れ
る
義
齋
の
墓
誌
銘
の

中
に
此
家
の
嫁
先
に
飯
周
を
姓
と
し
π
る
人
も
篠
田
を
姓

と
し
た
る
人
も
あ
れ
ば
爾
姓
を
叢
々
用
ひ
π
ら
ん
か
。
義

齋
の
親
戚
に
篠
田
鼻
溝
と
云
ふ
人
あ
り
。
即
ち
之
を
梅
麗

女
史
の
甥
と
爲
す
○
斯
か
る
理
歯
に
て
時
に
は
篠
田
徳
姜

と
塾
し
元
る
も
の
を
見
る
な
り
○
適
う
て
飯
岡
義
齋
と
篠

田
徳
安
と
を
術
人
と
見
る
嚢
な
き
に
非
す
、
注
意
す
べ
し

　
　
島
　
虚
士
飯
岡
．
澹
当
選
生
墓
銘
　
（
頼
春
水
作
〉

　
先
生
姓
は
源
、
誰
は
孝
欽
、
字
は
徳
安
、
別
號
は
澹
寧
、

飯
零
雨
齋
を
以
て
行
は
る
○
其
先
は
佐
々
木
義
實
よ
り
出
　

づ
。
義
實
の
別
子
を
飯
岡
義
政
と
日
ふ
○
先
生
七
世
の
認

な
り
○
曾
腿
閑
徳
は
大
阪
に
住
し
、
轡
を
以
て
生
を
駕
し
．

篠
田
氏
を
羅
す
。
㍊
は
忠
釜
、
考
は
忠
慕
、
批
は
南
氏
。
先

髭
貰
う
儒
を
業
と
し
て
徒
に
授
一
。
初
め
＋
蝕
歳
に
し
て

悟
侍
を
亡
ひ
、
自
ら
幼
弟
を
撫
育
す
。
籔
苦
の
状
は
言
ふ

べ
か
ら
ざ
る
渚
あ
り
、
二
十
歳
に
し
て
鈴
木
貞
齋
に
從
う

て
游
ぶ
。
駈
込
は
共
の
謹
篤
を
愛
し
、
提
講
尤
も
厚
し



貞
齋
既
に
逝
き
、
石
田
氏
の
心
墨
を
好
み
、
水
に
立
ち
、
雪

に
坐
し
、
苦
修
極
の
て
カ
む
○
偶
、
篤
疾
に
遇
ひ
、
苦
憺

の
至
と
難
も
亦
に
少
し
も
辮
ら
で
。
．
途
に
能
く
奨
の
所
謂

大
悟
徹
底
な
る
嚢
に
詣
る
○
當
蒔
其
就
は
推
し
て
宿
徳
と

耀
し
、
皆
な
弟
子
の
禮
を
執
れ
り
。
偶
々
魯
論
の
郷
帳
篇

を
取
り
て
砺
し
て
之
を
護
み
、
幡
然
と
し
て
曰
く
、
吾
道

は
斯
に
在
り
焉
、
乱
れ
を
癒
き
に
求
む
、
之
を
石
田
の
灘
，

習
と
興
す
○
其
心
は
朗
螢
な
る
が
響
く
に
し
て
而
し
て
液

津
の
工
夫
あ
り
、
墨
黒
陀
る
が
妬
く
に
し
て
而
し
て
滲
漏

あ
り
、
皆
な
滋
・
と
す
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
郷
黛
一
篇
の

如
き
は
傭
画
革
だ
憎
榊
の
み
。
猶
ほ
邉
物
化
工
の
物
に
於
け

る
其
の
然
る
厨
以
聖
知
ら
ざ
る
が
如
き
な
り
。
必
ず
一
是
く

の
頻
く
し
て
而
し
て
後
に
澄
澤
な
く
、
滲
漏
な
く
、
憂
燈

大
要
昭
然
と
し
て
観
る
べ
き
な
り
。
今
之
を
求
め
ん
と
塗

せ
ば
、
程
朱
に
由
る
に
濾
す
し
て
何
を
以
て
せ
ん
や
。
と

途
に
至
要
を
棄
て
》
純
如
叢
り
○
乃
ち
先
緒
を
尋
ぎ
て
堅

苦
密
ら
勤
む
。
是
に
総
て
弟
子
を
謝
遣
し
て
曰
く
、
痴
れ

第
四
巻
　
　
維
纂
　
　
飯
顕
義
齋

已
に
轍
を
改
め
て
豪
し
て
術
ほ
蕎
徒
を
引
く
は
墜
ち
義
に

非
ざ
る
な
り
と
Q
生
漁
歌
に
零
薫
だ
り
。
然
れ
ど
も
自
ら

守
う
て
年
幽
灰
を
歴
紀
ゆ
、
生
徒
復
だ
進
む
。
都
下
馨
と
し

て
雲
上
…
の
憾
あ
り
。
其
の
家
を
御
む
る
や
殿
正
、
共
の
徒

に
授
く
る
や
必
ず
課
程
あ
う
。
故
を
以
で
諸
の
卑
幼
も
皆

な
儀
溶
あ
り
．
、
乎
居
極
て
貧
に
し
て
瀟
か
も
困
崩
を
救
郎

す
る
こ
ま
常
に
及
ば
ざ
る
が
如
く
、
輩
ハ
の
事
を
興
す
る
や

明
決
に
し
て
，
毫
も
滞
客
の
意
な
し
。
亦
π
以
て
奨
の
漣

養
を
饗
す
る
に
足
れ
う
。
粟
の
世
に
於
け
る
や
異
を
立
つ

る
を
欲
せ
す
。
又
流
俗
に
狗
は
す
。
典
の
言
に
寓
ぐ
、
牲

命
の
理
は
之
を
萬
物
の
著
に
求
め
、
天
下
の
事
は
之
を
一

心
の
・
徴
に
本
つ
く
。
夫
の
無
用
の
膿
の
黒
き
は
以
て
立
つ

こ
と
無
く
、
無
騰
の
用
は
以
て
行
ふ
こ
と
無
し
、
骸
用
相

涌
し
て
而
し
て
後
に
之
を
儒
潔
の
學
と
謂
ふ
と
．
）
夷
楡
粛

穆
優
游
と
し
て
歳
を
卒
ふ
。
其
の
郷
初
め
淺
翔
氏
に
配
し

三
子
あ
り
。
天
す
Q
後
ち
來
島
氏
に
配
し
三
女
を
生
む
。

長
着
し
、
次
は
惟
冤
の
妻
と
爲
り
、
実
は
江
戸
畠
平
敷
官
規

第
M
四
號
　
　
　
一
…
一
九
　
　
　
（
山
ハ
五
九
）



第
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
飯
岡
義
齋

藤
孝
肇
の
妻
と
爲
る
、
弟
孝
鐘
を
以
て
嗣
と
爲
し
、
轡
を

業
と
す
。
門
人
故
薔
と
議
し
臼
を
ト
し
。
大
阪
城
窺
小
橋

龍
淵
寺
の
次
に
葬
る
。
津
和
野
紅
藍
隠
蟹
黒
影
櫨
は
其
の

油
入
な
ら
。
状
を
鈍
り
町
立
に
騰
す
る
に
銘
を
以
て
す
、

三
三
は
無
似
な
れ
ば
露
よ
り
先
生
を
銘
す
る
に
足
ら
す
。

〃
然
れ
ど
も
先
生
の
琶
に
在
る
や
、
鳳
Ψ
は
二
三
を
糊
う
す
る

を
以
て
托
す
る
駈
あ
り
と
乾
す
○
義
と
し
て
欝
す
べ
か
ら

ざ
る
な
り
、
因
て
銘
す
。

　
學
虹
ハ
異
を
弊
じ
毫
気
焔
も
還
す
…
撒
か
な
・
9
、
理
勲
轟
糟
を
究

め
繊
悉
も
畢
く
照
す
、
一
息
の
頃
に
職
鋭
し
萬
物
の
表
に

黙
達
す
、
精
明
純
萌
、
事
に
逃
て
感
慨
た
り
．
劾
…
か
先
生

の
徳
の
全
き
を
知
ら
ん
。

　
寛
政
三
年
辛
亥
春
二
月
八
口
婿
安
藝
頼
惟
完
撰
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
文
の
漢
文
な
職
潔
ず
）
・

　
　
　
　
翼
　
義
齋
翁
の
畢
女

　
義
齋
…
の
子
女
は
、
審
優
作
の
墓
誌
に
繁
れ
ば
、
三
子
は

物
し
長
女
も
面
し
、
唯
だ
二
女
の
み
と
す
。
二
女
の
中
に

於
て
、
一
は
頼
春
水
に
嫁
す
、
名
ぼ
し
づ
子
、
梅
礎
と
號

鐸
M
幽
號
　
　
　
一
一
識
○
　
　
　
（
戒
ハ
点
ハ
〔
り
）

し
、
一
は
な
ほ
子
と
い
ひ
梅
月
と
聾
し
、
尾
藤
二
陣
に
嫁

し
た
う
。
大
口
者
人
名
曝
書
に
は
績
近
世
扇
落
を
引
て
二

女
と
す
。
唯
長
命
を
保
て
る
者
を
翠
げ
だ
る
の
み
な
ら
ん
。

大
阪
名
家
墓
、
厨
記
に
は
三
女
と
す
。
蓋
し
家
島
氏
の
出
た

る
三
女
を
指
せ
る
な
り
。

麗
義
齋
鰯
生
玉
隣
の
大
晦
の
攣
思

　
頼
春
水
は
燕
闘
乱
竹
原
の
入
、
十
九
歳
の
頃
よ
う
大
阪
に

上
り
、
一
旦
臨
國
し
、
二
十
一
歳
の
隠
更
に
大
阪
に
遊
學
せ

も
。
蒔
に
中
井
竹
山
の
享
徳
堂
，
即
ち
大
阪
學
麗
所
の
隆
盛

な
る
あ
う
○
之
に
劉
し
て
片
霞
北
海
を
盟
憲
之
す
る
漏
漉

就
・
と
い
ふ
文
人
誘
客
の
大
な
る
勢
力
あ
り
。
此
二
大
勢
力

を
珊
に
し
て
雰
鱗
彼
學
者
と
し
て
聞
え
た
る
蟹
養
齋
（
那

波
魯
堂
の
弟
）
奥
田
写
譜
（
電
縫
〉
、
伊
豫
の
周
の
江
村
よ

り
綴
て
、
後
に
江
戸
の
u
田
平
坂
學
問
贋
へ
敷
群
馬
と
し
て
徴

さ
れ
寛
政
三
博
、
士
の
一
入
た
る
尾
藤
青
髭
あ
り
、
淺
見
綱

齋
の
學
統
を
承
け
て
一
代
の
醇
儒
と
呼
ば
れ
た
る
篠
田
徳



安
（
飯
…
誓
書
齋
）
あ
り
Q
倉
出
後
に
伊
勢
の
長
島
侯
に
聰
せ
ら

れ
だ
る
十
時
梅
罷
等
あ
・
9
て
、
大
阪
…
交
學
の
全
盛
時
代
・
と

云
ふ
べ
き
諸
大
家
の
競
起
の
時
な
り
き
○
春
水
は
中
”
升
愚

書
に
愛
せ
ら
れ
、
叉
一
面
片
拠
北
海
の
混
沌
枇
の
諸
名
流

と
交
際
し
、
最
年
少
に
し
て
學
問
才
名
は
先
輩
を
凌
ぐ
ば

か
り
な
り
き
。
安
永
二
年
春
三
月
江
戸
堀
北
岳
一
丁
目
の

濱
側
に
青
由
枇
と
い
ふ
家
塾
を
開
く
、
時
に
年
二
十
八
歳

な
り
。
春
水
と
一
露
ふ
雅
號
は
江
戸
堀
川
の
水
よ
う
取
れ
り

と
い
ふ
。
安
永
八
年
十
一
月
に
結
婚
せ
り
。

麗
義
齋
翁
芝
石
h
心
騒

　
石
田
梅
巖
、
名
は
勘
平
、
丹
波
覇
周
の
人
、
心
學
滋
話

の
一
派
を
認
む
、
之
を
石
…
門
心
魂
と
云
ふ
。
義
齋
が
直
接

に
何
人
に
就
き
て
心
學
を
修
め
し
か
は
明
か
な
ら
ざ
れ
ど

も
、
一
時
は
非
常
に
熱
心
に
修
得
し
て
莫
の
奥
旨
を
究
め
、

大
悟
透
徹
せ
し
こ
と
は
疑
ふ
べ
き
な
し
。
後
日
に
心
密

を
去
り
て
程
朱
學
に
入
り
し
と
錐
も
、
心
學
の
修
養
が
義

　
　
　
第
四
奮
　
　
羅
　
纂
　
　
飯
岡
義
齋

齋
に
影
響
せ
る
こ
と
は
蓋
し
憾
言
な
ら
ざ
る
べ
き
か
。
以

上
の
如
く
な
れ
ば
義
齋
は
最
初
は
山
騎
閣
齋
の
薩
弟
子
淺

見
細
波
の
派
の
鈴
木
轟
轟
に
學
び
、
後
ち
心
學
に
入
り
、

最
後
に
は
醇
乎
と
し
て
止
血
學
涙
に
止
ま
れ
る
な
り
Q
閣

齋
と
錐
も
全
然
程
朱
を
離
れ
π
る
も
の
に
非
す
と
錐
も
、

程
象
學
の
深
く
口
耳
化
せ
る
は
閣
…
齋
二
重
の
特
徴
・
と
謂
ふ

べ
く
、
是
に
於
て
・
欝
ら
ゼ
般
の
程
朱
派
と
は
差
異
を
示
せ

．
9
0

畿
　
義
齋
餓
運
閣
齋
胡
国

　
　
　
　
鈴
木
臨
監

論
鰍
購
雛

飯
醐
義
臣

第
閥
號
　
　
　
　
ご
輔
一
　
　
　
（
六
六
｝
）



第
四
懸
　
　
毅
．
纂
　
　
飯
岡
嚢
齋

山
崎
閣
齋

籍
（
哀
咽
）
畜
糠
灘
轍

．
聴
一
谷
鳳
洲
　
一
春
水
が
年
十
九
歳
の
時
に
襲
ず
、

　　

@　

@
、
馨
水
。
癬
郷
螺
錦
鱗
灘

　
蓋
し
春
水
は
上
田
玄
飾
と
い
ふ
、
開
齋
の
篤
信
派
よ
り

系
統
を
引
け
ば
、
純
然
競
る
閤
齋
疑
る
こ
と
明
か
な
・
9
。

春
水
は
嚢
齋
と
瞬
襟
に
闇
齋
涙
の
學
系
を
受
け
て
、
後
に

稽
程
朱
學
に
純
騨
と
爲
る
に
至
れ
る
な
う
。

集
撫
M
號
　
　
　
｝
ご
哺
二
　
　
　
（
ム
ハ
志
ハ
ニ
）

セ
　
蕾
水
だ
梅
腿
芯
の
綜
婚

　
義
齋
は
六
子
を
獲
て
既
に
四
子
を
失
ひ
、
只
だ
齢
子
薩

子
の
二
女
の
存
せ
る
の
み
、
此
の
姉
妹
は
善
良
な
る
家
庭

に
生
れ
、
父
舜
の
注
意
深
き
漱
育
を
受
け
π
れ
ば
、
啄
其
の

畠
性
も
學
藝
炸
法
も
尋
常
な
ら
す
、
中
に
就
て
も
姉
の
静

子
は
夙
に
文
學
の
嗜
深
く
、
當
隣
薯
名
な
る
摩
鐸
蕊
庵
に

國
風
を
學
び
、
作
歌
も
巧
妙
に
、
風
眼
も
優
れ
犯
参
、
義

齋
夫
妻
の
鍾
愛
も
極
て
深
か
参
し
と
い
ふ
。

　
中
井
竹
工
は
春
水
の
爲
に
姉
母
子
を
望
み
て
媒
酌
の
勢

を
執
う
π
り
○
蓋
し
春
水
は
早
と
に
義
齋
と
交
は
う
、
能

く
義
齋
の
人
物
を
知
る
の
み
な
ら
す
、
女
静
子
の
事
を
も

既
に
之
を
知
れ
b
o
瓦
春
水
の
父
亨
翁
は
讐
て
大
阪
に
來

塾
、
京
都
に
到
う
、
戸
出
よ
腎
上
野
庵
よ
毒
も
能
ぐ
欝
チ

の
噂
を
聞
き
た
れ
ば
、
齢
家
蕊
ち
に
竹
山
　
に
書
を
途
夢
て
、

春
水
の
妻
に
静
子
を
貰
ひ
躍
れ
よ
と
筆
墨
し
π
昏
O
瑠
か

る
緑
故
に
て
竹
山
が
月
下
氷
入
と
纏
れ
る
な
夢
。

春
水
瀞
に
三
ナ
四
歳
、
花
嫁
は
十
九
歳
．
に
て
竹
由
の
媒
酌

な
れ
ば
當
時
評
判
と
爲
れ
り
と
云
ふ
。
竹
山
含
謄
頚
を
作

り
て
頼
砂
肝
に
贈
れ
券
。

　
　
　
　
　
ノ

　
　
予
選
嘲
罵
秋
一
擁
㌦
府
下
淳
艦
篠
田
滑
飯
岡
㌧
義
齋
翁
之
、
長

　
　
細
目
以
“
巳
亥
十
一
月
輔
威
レ
婚
敵
賂
云



　
　
　
　
ハ
ク
　
　
ハ
フ
　
ク
　
テ
　

ル
　
テ

　
　
翁
之
氷
濤
。
婿
之
玉
潤
◎
菩
聞
巽
語
鴫
今
回
二
人
一
．

　
　
　
　
ゾ
メ
ユ
ロ
ラ
ド
ヂ
　

ハ
　

ス

　
　
胴
飼
入
也
○
爲
繍
野
選
親
づ
沓
乎
未
レ
合
〇
四
針
喚
傳
Q

　
　
　
　
あ
　
　
　
ス
　
　
　
　
ラ
ン
　
　
セ
　
　
テ

　
　
書
乎
厩
合
。
豊
不
L
以
レ
文
Q
（
奨
陰
集
）

此
の
鷹
峯
顛
の
詞
が
蒔
の
文
人
間
に
柔
く
流
縛
し
π
れ

ば
、
混
濾
就
の
盟
霊
片
山
北
海
よ
墾
も

　
（
穂
略
）
千
秋
婚
儀
誠
に
大
慶
に
存
候
、
先
生
彿
幹
旋
、

　
三
三
蓬
、
泰
旧
事
に
奉
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
蜜
遷
熔
便
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
“
吋
纏
舞

　
　
申
葺
聾
太
糠
　
（
大
激
寒
渓
氏
礁
）

と
云
ふ
書
颪
を
逸
も
て
就
欝
と
威
謝
の
意
を
表
ぜ
り
〇
室

外
幽
韓
の
句
を
晃
る
に
、
結
婚
前
に
於
け
る
副
乳
の
詳
鯛

も
高
か
ら
し
な
る
べ
く
其
の
評
舗
は
嫁
し
づ
子
の
才
色
と

父
義
齋
の
醇
雅
と
春
水
の
交
名
と
媒
介
人
竹
由
の
英
名
と

に
由
る
な
ら
ん
。

　
叉
春
水
は
自
ら
結
婚
當
蒔
の
光
景
を
馴
し
て
曰
く
、

　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
ツ

　
　
余
之
於
轟
蕪
爾
↓
竹
山
自
粛
”
H
氷
人
而
以
H
崇
岱
翁
学
徳
一
且

　
　
　
第
四
懸
　
　
難
　
纂
　
　
飯
岡
義
廠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

　
　
有
鵠
家
潜
瞬
発
碑
也
。
時
爲
鋤
牽
一
月
四
。
余
多
1
3
不
燧
甑
久
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
　
プ
　
　
テ
　
　
ユ

　
　
子
導
く
麟
照
伽
無
心
謬
爲
齢
家
人
層
逞
”
一
飯
覗
於
庇
始
有
レ
燃
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

　
　
有
笛
女
僕
鱒
麸
時
竹
山
作
”
含
啓
頭
の
都
下
簿
講
、
（
在
津
細
壌
）

と
以
て
艀
子
と
春
水
と
の
結
婚
が
大
阪
に
於
て
評
判
高
か

う
し
か
を
知
る
べ
し
。

　
　
　
　
八
　
義
齋
の
蒙
鷹
数
驚

　
義
齋
先
生
の
省
像
は
三
島
の
頼
氏
に
藏
…
し
触
奨
の
寓
眞

は
『
頼
海
鶴
』
及
び
『
頼
出
陽
と
其
母
』
の
憲
頭
に
載
せ
だ
り

業
の
嘗
像
を
見
る
に
、
容
貌
温
輝
柔
騨
、
騒
幹
長
大
豊
肥

な
る
、
眞
に
醇
乎
だ
る
老
儒
…
を
想
見
す
べ
き
も
の
あ
う
○

奨
の
二
女
の
一
が
頼
春
水
に
嫁
し
て
毒
蛇
を
産
み
、
一
が

尾
藤
二
洲
に
嫁
し
て
水
竹
を
生
め
う
○
獅
く
二
女
が
名
士

に
嫁
し
て
良
妻
賢
母
の
儀
標
と
爲
む
π
る
は
、
義
齋
先
生

夫
妻
が
殿
絡
に
し
て
周
劉
な
る
敷
育
に
由
る
は
勿
論
、
二

女
の
才
色
も
亦
尋
常
一
叢
な
ら
ざ
う
し
に
歯
ら
ん
G
斯
父

舞
に
し
て
斯
の
二
女
あ
り
、
斯
の
二
女
に
し
て
斯
の
二
婿

　
　
　
　
　
　
　
第
四
｛
號
　
　
　
一
一
二
一
瓢
　
　
（
山
ハ
山
ハ
三
）



第
四
懸
　
　
盤
　
纂
　
　
飯
岡
嚢
鷺

あ
う
、
翼
に
家
門
の
幸
慶
な
り
と
謂
ふ
べ
き
な
り
。

兆
　
藤
水
梅
麗
蕊
承
灘
膣
庵

　
安
永
九
年
の
…
勤
年
に
春
水
富
麗
の
断
夫
婦
は
藝
州
よ
う

上
り
來
れ
る
爆
睡
翁
に
俘
は
れ
て
新
婚
族
行
を
京
都
に
爲

せ
う
。
亨
翁
は
郷
歌
を
好
み
小
澤
藍
庵
に
久
し
き
以
前
よ

b
鶏
頭
を
顧
み
し
縫
赦
あ
り
、
梅
麗
も
亦
た
至
言
の
弟
子

な
れ
ば
京
都
に
上
り
て
第
一
に
薦
庵
の
宅
を
訪
問
せ
り
。

其
の
薦
庵
は
當
隣
有
名
な
る
國
文
學
者
に
し
て
、
特
に
和

歌
に
長
じ
律
諜
膜
上
田
秋
成
等
と
交
を
結
べ
う
。
薩
庵
の

和
歌
の
弟
子
は
多
か
b
し
が
、
奨
中
に
三
井
の
一
族
も
嘗

て
歌
道
を
醒
滋
庵
の
門
同
に
墨
・
ぺ
う
。
偲
厘
庵
の
病
め
る
蒔
、
之

を
訪
ふ
者
な
か
り
し
か
ば
、
簾
庵
は
深
く
三
井
の
薄
情
を

怒
う
て
絶
交
獣
を
騰
り
、
其
の
末
尾
に
二
首
の
歌
を
附
記

せ
り
、
其
の
一
首
に
臼
く
、
，

　
　
人
の
慨
［
の
冨
は
草
葉
に
置
ぐ
露
の

　
　
　
　
’
風
を
待
つ
ま
の
光
な
り
け
り

第
囚
一
號
　
　
　
一
ご
H
四
　
　
　
（
六
六
幽
〉

と
颪
庵
は
平
安
中
興
の
良
師
と
霧
せ
ら
る
○
其
の
墓
は
洛

の
東
北
白
川
村
に
在
り
G

　
薦
庵
亦
春
水
梅
羅
の
断
婚
を
下
し
て
一
首
を
詠
め
う
。

其
の
歌
に
口
く
、

　
　
険
か
曳
る
契
と
な
ら
ば
藤
花

　
　
　
　
　
秘
の
み
さ
を
に
な
ら
へ
と
そ
思
ふ

と
、
老
歌
人
の
精
妙
な
る
一
首
は
能
く
説
詞
と
訓
戒
と
を

兼
ね
、
梅
麗
一
生
の
操
行
も
亦
此
織
豊
の
趣
旨
に
合
せ
る

を
見
る
な
り
。
但
だ
連
歌
は
坂
本
箕
山
民
著
の
『
藤
…
山
陽
魅

に
は
梅
羅
女
史
の
歌
と
せ
う
。
更
に
調
査
を
要
す
。

牽
凄
腸
の
誕
生

　
頼
山
陽
は
安
永
九
年
多
十
二
月
二
十
七
Q
に
生
る
◎
組

父
亨
翁
は
生
る
玉
孫
が
男
な
ら
ば
久
太
耶
と
名
を
附
け
よ

と
書
ひ
て
國
元
へ
鑑
へ
れ
り
。
果
し
て
男
子
生
れ
た
れ
ば
、

春
水
は
喜
の
飴
り
に
左
の
一
首
を
溶
せ
う
Q
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
レ
　
ノ
　
ゾ
　
　
　
　
　
チ
　
ブ
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
テ

　
　
不
レ
知
吉
夢
是
侮
群
。
　
忽
喜
三
々
報
弄
琿
↓



　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
ス

　
　
家
事
占
漸
多
難
兆
Q
　
能
爲
預
名
久
太
耶

と
此
の
久
太
耶
は
簸
口
天
下
後
世
に
英
名
を
森
か
せ
る
偉

人
だ
り
し
な
り
。

　
手
縄
父
義
千
曳
と
初
孫
山
陽
と
に
就
き
左
の
記
事
あ
り

久
太
郡
の
産
衣
は
義
甲
鎗
が
覗
へ
る
も
の
飾
り
Q

　
う
ま
こ
久
太
邸
初
生
し
て
、
衣
を
贈
り
け
る
、
其
の
衣

　
の
色
搬
滋
か
り
け
る
に
、

　
　
久
か
だ
の
あ
め
の
惑
に
な
ら
へ
よ
と
色
に
い
は
ひ
て

　
　
摩
る
無
碍

と
云
ふ
歌
め
う
。
蓋
し
天
地
玄
黄
と
云
へ
ば
、
天
は
玄
に

し
、
黒
色
な
れ
ば
其
色
に
配
當
し
て
祝
歌
を
作
れ
る
な
ら

ん
Q
即
ち
黒
色
よ
う
天
を
思
ひ
浮
べ
て
天
の
悪
と
掛
け
、

奨
、
の
天
悪
に
倣
う
て
無
事
に
成
長
し
て
良
き
人
た
れ
よ
と

就
へ
る
な
う
。
外
藩
父
の
親
歌
を
点
し
う
せ
す
、
他
日
大

文
豪
勤
王
家
歴
更
家
と
し
て
日
本
の
漁
者
中
に
て
最
も
著

名
な
る
偉
人
と
爲
れ
り
○
父
の
方
を
見
る
も
、
母
の
方
を

見
る
も
、
善
良
に
し
て
嚴
粛
な
る
の
み
な
ら
す
、
雨
意
と

第
四
管
　
　
雑
　
纂
　
　
飯
鮒
義
齋

も
子
弟
の
敷
育
に
は
雰
常
に
深
き
注
意
を
棚
〃
へ
う
＾
）
輔
大

交
響
頼
山
陽
を
産
毘
す
る
は
決
し
て
偶
然
な
ら
す
○
富
士

山
の
高
き
を
爲
す
は
即
ち
奨
の
一
二
國
に
跨
が
れ
る
雑
籔
の

廣
大
な
る
に
歯
る
な
り
。
基
礎
の
十
分
な
ら
す
し
て
高
大

を
致
す
も
の
は
嘉
す
、
今
の
子
弟
の
敷
育
に
誇
る
灌
宜
し

く
眼
を
此
に
着
く
べ
き
な
り
。

十
回
　
忠
畿
の
聯
鍵

　
山
陽
は
外
麗
父
の
賂
ら
れ
陀
る
黒
色
の
産
衣
を
着
て
二

歳
の
蒔
、
師
ち
天
開
元
年
閣
五
月
朔
大
阪
を
出
螢
し
、
春

水
梅
纒
の
帯
親
に
抱
か
れ
つ
》
、
藝
州
竹
原
に
配
り
て
、

画
譜
亨
翁
に
初
背
面
を
爲
せ
り
。
亨
翁
は
大
に
喜
び
、
小
，

孚
紙
じ
筆
を
走
ら
せ
て
、
忠
孝
の
二
宇
を
書
し
て
守
袋
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

納
め
さ
せ
だ
り
。
此
二
字
は
今
猶
ほ
廣
島
の
頼
彌
次
耶
氏
．

之
を
轟
轟
し
、
其
の
青
々
は
木
崎
氏
著
の
『
頼
宙
陽
と
其

舜
』
の
憲
頭
に
も
載
せ
穿
り
。
山
陽
が
勤
王
家
と
し
て
糞

に
大
著
述
を
遣
す
は
決
し
て
偶
然
な
ら
ざ
る
な
套
Q

第
四
號
　
　
　

一
ご
一
五
　
　
　
（
志
ハ
志
ハ
五
ノ



麟
腿
爆
　
　
雑
　
纂
　
　
飯
岡
義
齋

　
　
　
　
†
器
　
働
陽
の
幼
鷹
野
績
廃
盤

　
天
照
一
鰹
ム
年
譜
四
月
十
よ
ハ
臼
鰯
…
磁
極
は
編
網
江
一
戸
よ
b
館
轍
欝

の
途
に
就
き
、
大
阪
に
立
寄
り
て
立
論
堀
の
頼
家
を
見
舞

ひ
、
野
立
の
笛
は
幼
稚
な
る
山
陽
は
叔
父
と
別
を
惜
し
め

　
　
、
　
　
、
O

z
り
・
と
も
3

　
　
二
十
八
日
夕
、
（
中
略
）
葱
の
海
に
と
立
出
る
、
愛
書
老

　
　
人
（
銘
銘
）
は
じ
め
名
穫
を
惜
み
給
ふ
、
毛
脚
（
山
陽
）

　
　
こ
と
し
五
歳
な
う
、
引
起
び
に
て
離
合
四
π
び
な
わ

　
　
謁
、
こ
と
し
は
三
三
つ
き
論
れ
ば
、
い
と
別
れ
を
惜

　
　
む
さ
ま
に
見
え
変
り
（
媚
杏
響
先
生
瘍
）

と
杏
蝉
の
紀
行
に
詑
載
せ
り
○

　
　
　
　
牽
罵
　
麗
齋
罵
醗
て
の
騨
交

　
頼
三
水
が
義
齋
先
生
に
就
き
て
詠
じ
だ
る
詩
は
唯
一
首

あ
る
の
み
な
り
。

　
　
　
需
仁
義
齋
老
人
軽
羅

　
　
　
　
　
シ
テ
　

シ
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
テ
　
テ
　
ヨ
　
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
ク
シ
テ

　
　
虚
繕
陰
欝
漏
臥
郵
書
荒
誕
弔
γ
影
濁
彷
狸
。
誓
書
惟
寂
人

　
　
　
　
　
　
　
第
四
離
㎜
　
　
　
一
一
瓢
語
ハ
　
　
　
戸
轟
ハ
ゐ
ハ
山
ハ
）

　
　
ニ
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
ク
　
　
　
ノ

　
　
何
在
Q
四
壁
欝
欝
遣
墨
香
。
（
瀞
承
澄
稿
、
詩
）

　
　
　
ル
　
　
　
　
　
テ
　
　
ル
　
　
　
　
ス
ル
　
　
ニ

　
　
過
論
澹
寧
唇
補
係
τ
展
省
竹
原
一
作
層

　
　
ヂ
ル
マ
　
ニ
シ
　
テ
ラ
ク
ヲ
サ
　
　
ニ
フ

　
　
曾
別
青
竜
久
、
蹄
発
起
得
レ
期
、
賞
斯
展
省
旦
憶
我
弾

　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
ゾ
　
ン
　
　
ベ

　
　
量
蒔
。
危
燈
紅
楓
胤
。
避
難
黄
菊
萎
。
臼
下
摺
可
レ
嘆
、
心

　
　
有
輔
老
松
知
一
。

但
だ
此
澹
叢
†
居
は
鎌
二
品
の
竹
原
の
隔
頼
馬
に
あ
る
も
の
に
し

て
一
周
澹
寧
先
生
に
は
直
接
の
閥
係
な
き
も
の
・
と
知
る
べ

し
◎
特
に
附
認
し
て
門
別
を
明
に
す
。

　
　
　
や
騨
　
義
齋
…
琶
謡
洲

　
艀
寄
軒
交
集
に
尾
藤
著
書
が
岳
父
義
齋
翁
の
爲
に
其
の

紋
に
銘
し
た
る
語
あ
う
。

　
　
　
　
飯
岡
翁
杖
銘
　
　
　
　
二
藍

　
　
　
グ
ル
ハ
マ
ぢ
ノ
ナ
リ
　
　
ス
ル
ハ
ジ
　
ぢ
ノ
ナ
リ

　
　
不
“
狂
累
“
撹
汝
典
天
．
鋪
和
霧
子
哺
汝
其
賢
、

二
洲
の
還
交
は
静
寄
軒
文
集
三
藩
に
畳
む
れ
ど
も
、
義
齋

に
繭
す
る
作
は
唯
だ
此
の
銘
あ
る
の
み
な
う
Q



　
二
濁
の
長
子
を
水
竹
と
す
、
江
戸
の
笠
菅
な
り
○
名
は

積
高
、
字
は
希
大
、
強
齋
久
た
水
竹
と
號
す
、
人
と
闘
う

豪
魅
に
し
て
自
家
生
産
を
蔀
と
せ
す
赤
貧
洗
ふ
が
頻
し
O

而
し
て
遊
船
寄
食
の
徒
常
に
十
数
人
あ
蔭
，
巽
の
少
疑
學

殖
は
二
洲
に
及
ば
ざ
る
も
、
，
卓
識
洪
量
は
之
に
過
ぐ
と
、

安
政
甲
寅
十
二
月
十
四
日
を
以
て
馴
す
。
（
湖
由
櫨
詐
簾
風
）
。

中
島
疑
　
　
懸

　
小
橋
寺
町
龍
灘
寺
の
義
齋
の
講
堂
に
ば
忌
辰
を
天
畷
照

年
甲
辰
七
懸
二
十
一
縫
妓
と
し
、
近
世
叢
語
に
は
忌
辰
を

覧
政
元
奪
乙
酉
十
一
月
機
翼
と
ず
わ
昇
り
而
し
て
頼
春
水

の
筆
に
成
れ
る
賢
士
身
重
澹
寧
先
生
墓
銘
に
は
寛
政
元
年

薬
勝
十
一
月
八
日
病
卒
2
盛
年
七
十
刃
ハ
三
と
す
Q
（
．
欝
水
澱
稿
）

何
赦
に
震
の
翻
き
差
違
を
生
解
し
や
。
猶
ほ
一
屏
調
査
セ

要
す
。
浪
華
人
物
誌
に
は
三
三
挺
叢
語
の
義
齋
の
簿
を
引

け
る
の
み

　
猶
叉
泰
水
遺
墨
に
盤
れ
ば
、
義
齋
の
第
乙
の
妻
は
越
州

　
　
　
第
四
縷
　
　
雑
　
纂
　
　
飯
薗
義
繋

氏
と
云
ひ
、
三
子
め
り
し
も
早
く
白
し
、
後
妻
は
來
島
氏

に
し
て
、
三
女
を
生
み
、
長
女
は
早
高
し
、
二
女
は
頼
氏
と

尾
藤
氏
に
聴
せ
り
と
す
。
熱
る
に
龍
淵
寺
の
墓
厨
に
は
義

齋
の
墓
と
撃
て
慈
室
磯
野
氏
と
あ
る
の
み
○
慈
室
と
は
義

齋
の
耳
管
者
よ
う
日
へ
る
も
の
な
ら
ん
。
果
し
て
礁
野
氏

義
齋
の
妻
な
り
し
や
否
や
、
是
亦
未
だ
知
る
べ
か
ら
す
。

若
し
義
齋
の
母
の
墓
め
る
程
な
ら
ば
巌
父
の
墓
も
あ
る
べ

か
ら
ん
。
後
の
霧
子
の
高
殺
を
待
だ
ん
の
み
。

坂
本
理
博
薯
『
級
山
陽
』
に
は
春
水
遽
稿
の
隠
士
飯
鱒
澹
寧

先
生
墓
銘
を
諜
載
せ
り
。
獄
ほ
憲
頭
に
は
溶
出
先
生
の
宵

像
を
禦
げ
、
£
り
、
興
賀
像
は
木
崎
氏
の
『
韻
由
陽
と
其
母
』

に
も
掲
…
げ
π
る
も
の
に
て
、
十
島
の
鰻
彌
次
郵
氏
の
藏
す

る
も
の
な
う
。
且
つ
坂
本
箕
山
は
梅
鯉
女
史
及
春
水
に
關

し
て
も
．
稽
詳
し
き
事
を
謝
せ
う
、
潤
て
見
る
べ
し
G

　
　
　
を
爽
墓
　
　
蛸

頼
春
水
の
作
れ
る
岱
父
飯
周
澹
寧
先
生
墓
銘
，
は
龍
淵
寺

第
四
號
　
　
　
一
三
七
　
　
　
（
論
ハ
山
ハ
七
）



第
四
趣
　
　
雑
　
纂
　
　
蔽
鰐
義
齋

に
は
建
碑
な
し
。
何
所
に
あ
り
ゃ
◎

　
　
義
齋
飯
岡
先
生
墓
（
表
面
）

　
　
　
天
明
四
年
甲
辰
十
一
月
廿
一
H
孜
（
背
面
）

襲
齋
先
生
墓
の
左
に

　
　
慈
室
磯
野
氏
墓
（
表
面
）

　
　
　
文
化
庚
午
十
月
悟
得
卒

叉
其
右
に
（
表
）

　
　
存
齋
飯
周
先
生
墓
（
表
面
）

　
　
　
文
化
串
戌
七
月
十
五
H
卒
（
背
面
）

義
齋
先
生
の
墓
よ
ウ
一
間
許
束
の
方
に

　
　
漁
…
浪
飯
岡
先
生
墓
（
表
面
）

　
　
　
智
淵
政
丙
一
辰
ム
ハ
月
十
山
ハ
謎
漱
Ψ
（
背
面
）

め
う
。

　
（
附
…
認
）
大
　
止
八
」
年
四
月
二
十
山
ハ
n
口
大
阪
市
晒
周
肯
同
等
女
鳳
宇

　
綾
職
員
生
徒
相
謀
て
義
齋
先
生
墓
前
祭
を
執
行
し
、
畢

　
て
向
の
清
堀
尋
常
高
…
等
小
忌
校
講
堂
に
於
て
義
齋
先
生

　
表
章
の
爲
に
講
演
會
を
催
ぜ
う
。

第
醐
閏
｛
號
　
　
　
一
三
入
　
　
　
（
晶
ハ
山
ハ
入
〉

　
　
　
十
七
参
釣
書

楠
本
碩
水
堺
補

纏
將
鍛
譲

木
崎
好
爾
（
愛
吉
）
著

　
頼
山
陽
と
莫
母
、

坂
本
箕
出
（
辰
之
助
）
著

　
頼
出
陽

績
近
琶
望
事
、

纒
濟
雑
誌
肚
編

　
大
u
本
人
名
欝
書

幸
田
成
友
著

　
大
阪
市
史

中
弁
竹
山
薯

　
璽
陰
集

尾
藤
二
洲
著

　
離
寄
軒
文
集



　
頼
春
水
著

　
　
春
水
遣
稿
文
、
詩
、
別
録
（
在
津
紀
事
師
友
鋒
）
附
録

　
浪
華
名
家
墓
所
記

　
旦
叉
た
義
齋
に
關
し
て
は
文
三
士
幸
田
成
友
氏
著
大
阪

市
吏
第
一
霧
に
も
浪
華
名
家
碑
銘
集
、
在
津
一
事
、
師
友

志
、
浪
花
草
等
を
引
用
し
て
唯
だ
左
の
簡
輩
π
る
認
事
を

爲
せ
う
。
「
春
水
及
二
洲
が
飯
岡
義
轟
の
女
を
婁
れ
る
こ

と
、
強
豪
山
陽
が
安
永
九
年
十
二
月
を
以
て
春
水
の
江
一
戸

堀
の
僑
居
に
三
々
の
聾
を
回
し
遷
る
こ
と
を
還
る
べ
か
ら

す
し
（
完
）

再
び
秦
蓬
紀
略
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
搏
士
内
藤
虎
家
郎

　
鑓
に
本
誌
第
一
二
憲
第
三
號
に
於
て
梁
傍
の
秦
擾
紀
幣
に

捨
て
，
聯
か
記
す
所
あ
b
π
れ
ど
も
、
猶
ほ
語
り
て
未
だ

詳
ら
か
な
ら
ざ
る
者
あ
う
、
蓋
し
當
時
未
だ
受
書
に
焦
す

る
県
域
に
鞭
て
、
精
細
な
る
考
査
を
経
る
に
邊
あ
ら
ざ
う

し
を
以
て
、
今
其
の
遽
漏
を
補
ひ
、
且
つ
其
の
誤
謬
を
訂

し
て
再
び
蓮
ぶ
る
所
あ
ら
ん
と
す
。

　
口
書
に
就
て
評
論
せ
る
前
人
の
著
述
中
、
先
づ
第
一
に

謙
坦
四
竃
　
　
　
雑
　
纂
　
　
再
び
秦
淋
…
絶
略
に
就
て

注
意
す
べ
き
は
闘
庫
全
書
総
目
と
す
。
帥
ち
史
部
簸
理
類

蓬
防
の
騰
の
存
目
中
に
、
罫
書
を
載
せ
て
回
数
を
囲
憲
と

し
、
．
直
隷
総
督
の
採
進
本
と
し
、

　
不
著
撰
人
名
氏
り
書
中
首
穏
河
州
條
注
内
証
廼
夷
部
落

　
三
十
有
奇
Q
康
熈
十
四
年
幽
衛
城
一
月
Q
康
熈
二
十
二

　
年
。
叉
犯
衛
地
素
語
○
叉
四
号
近
郷
西
軍
糧
内
載
康
熈

　
二
十
四
年
競
嚢
工
科
爾
坤
十
入
部
由
仁
北
口
入
魏
事
。

第
四
鱒
伽
　
　
　
コ
凱
∴
ん
　
　
　
（
山
ハ
六
九
）


